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塩ビ管のへこみ発生イメージ塩ビ管が反るメカニズム

応力緩和大（収縮大）

応力緩和小（収縮小）

日射しを受けたことで、管の表面温度が上昇(軟化して強度低下)、管は反ろうとす
るが結束バンドの結束力が勝りバンドが食い込み、へこみが発生します。

●直射日光による管の反り

●直射日光によるバンドの食い込み

日射し
結束力
反る力

全梱包のHIパイプでも起こります。
（夏季の炎天下では、梱包内でも70℃を
超える状態になります。）

へこみ例屋外露出保管における反り例

くっきり付いた結束バンドの跡

塩ビ管を炎天下に曝すと、塩ビ管
の上側（日照側）と下側で温度差
が大きくなります。
直射日光に曝される上側は高温に
なるため応力緩和の進み方が下
側に比べて大きくなり、このため
反り（曲がり）が発生します。

屋外保管例

積み高さ1.5m以内
角材の間隔：1m以内

積み高さ1.5m以内

夏季やむをえず塩ビ管を屋外で保管する際は、不透明なシートを管に接触しないように覆い、
直射日光を避けてください。


